
ご
し
ょ
が
わ
ら
っ
て
、

笑
顔
が
似
合
う
。

・
・
・
・

G O S H O G A W A R A  M I G R A T I O N  L I F E

移 住 へ レ ッツ！G O しょが わら

青
森
県
五
所
川
原
市

移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

移住者インタビュー
わたしの「ごしょぐらし」
五所川原の暮らしガイド
仕事や子育て、住まいのことなど、
移住に役立つ情報が満載！

●
●
移住の流れをわかりやすく解説!
ごしょぐらしMAP

五所川原市財政部企画課［お問い合わせ先］ TEL：0173-35-2111　FAX：0173-35-3617　E-mail：kikaku@city.goshogawara.lg.jp
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五所川原市について

五所川原の四季

五所川原の「暮らし」

五所川原の「仕事」

五所川原の「子育て」

五所川原の「伝統」と「文化」

五所川原移住ガイド

ごしょぐらしMAP

｜特 集｜わたしの「ごしょぐらし」

〈Index〉

青森県五所川原市

五
所
川
原
市
に
つ
い
て

　
五
所
川
原
市
で
は
現
在
、津
軽
地
方
の
近
隣
市
町

で
あ
る
、つ
が
る
市
、鰺
ヶ
沢
町
、深
浦
町
、鶴
田
町
、

中
泊
町
と
と
も
に
、定
住
自
立
圏
で
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
定
住
自
立
圏
で
は
、安
心
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、医
療
機
能
の
充
実
や
、

交
通
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
な
ど
、五
所
川
原

市
が
中
心
的
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、二
市
四
町
が

一
体
と
な
っ
て
地
域
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

津
軽
地
方
の
中
心
と
し
て

基本データ

青 森 県

中泊町

五所川原市

つがる市

鶴田町

鰺ヶ沢町
深浦町

五所川原市

中泊町

五所川原圏域
定住自立圏

01

03

05

07

09

10

11

13

14

総面積

総人口

人口密度

404.18㎢

55,181人

137人／㎢

世帯数

年平均気温

年間降水量

21,143世帯

10.3℃

1,223.8㎜

出典：H27 国勢調査等

権現崎（中泊町）

鶴の舞橋（鶴田町）

高山稲荷神社（つがる市）

白神山地（鰺ヶ沢町、深浦町）

　
五
所
川
原
市
は
、作
家
・
太
宰
治
の
生
家「
斜
陽
館
」、

中
世
安
藤
氏
の
十
三
湊
遺
跡
群
、さ
ら
に
は
、壮
大
な

夏
祭
り「
五
所
川
原
立
佞
武
多
」と
い
っ
た
魅
力
的
な

歴
史
・
文
化
資
源
が
数
多
く
残
る
場
所
で
す
。

　
ま
た
、こ
の
地
方
の
要
と
な
る
大
型
病
院
、買
い
物
に

便
利
な
大
型
商
業
施
設
が
あ
る
ほ
か
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、緑
地
な
ど
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
四
季
に
よ
り
表
情
を
変
え
る
自
然
環
境
は
、住
む
人

の
心
に
豊
か
さ
を
与
え
、そ
こ
で
育
ま
れ
た
新
鮮
な

農
林
水
産
物
は
、ま
さ
に
五
所
川
原
の
賜
物
で
す
。

　
豊
か
な
自
然
と
都
市
機
能
の
調
和
、そ
れ
が
五
所

川
原
市
の
魅
力
で
す
。

暮
ら
し
や
す
さ
が
、

ご
し
ょ
が
わ
ら
し
さ
。

津
軽
の
人
々
の
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と

霊
峰
「
岩
木
山
」
。

そ
こ
か
ら
流
れ
る
雪
解
け
水
は

津
軽
平
野
を
流
れ

肥
沃
な
土
壌
を
育
み

十
三
湖
へ
と
注
が
れ
ま
す
。

豊
か
な
自
然
が
織
り
な
す
海
の
幸
・
山
の
幸
は

人
々
の
こ
こ
ろ
に

明
日
へ
の
活
力
を
生
み
出
し
ま
す
。

四
季
の
移
ろ
い
と
自
然
の
恵
み
を

五
感
で
感
じ
な
が
ら

ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
が
流
れ
る
五
所
川
原
で

あ
た
ら
し
い
暮
ら
し
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
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▶

▶

職業
移住時期

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 陶芸家
・・・・・・・・・ 2008年

中鉢   徹さん

東京都から移住

寒
い
せ
い
か
、人
が

あ
っ
た
か
い
こ
と

で
す
ね
。ち
ょ
っ
と

困
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
、み
ん
な
す
ぐ
に

手
を
貸
し
て
く
れ
る

の
で
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
、職
場
は
山
の
中
で
自
然
に
囲
ま
れ

て
い
ま
す
が
、最
も
近
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー（
エ
ル
ム
）や
市
街
地
ま
で
車
で
わ
ず
か

10
分
程
度
で
行
け
て
し
ま
う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ

で
す
か
ね
。

　  

現
在
は
津
軽
金
山
焼
の
窯
を
借
り
て

作
陶
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、や
は
り
陶
芸

家
で
あ
る
以
上
は
自
分
の
窯
を
持
つ
こ
と
が

夢
で
す
の
で
、五
所
川
原
に
自
分
の
窯
を
作

り
、活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▶

▶

職業
移住時期

・・・・・・・・ 五所川原市職員
・・・・・・・・・・・・・・1994年

榊原  滋高さん

愛知県から移住

　  

も
と
も
と
東
京
で
陶
芸
家
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
し
た
が
、地
方
で
の
子
育
て
と
作
陶

活
動
に
魅
力
を
感
じ
、移
住
を
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、妻
の
実
家
が
五
所

川
原
に
近
か
っ
た
こ
と
や
、津
軽
金
山
焼
の

窯
元
に
出
会
っ
て
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
た
こ
と

な
ど
が
き
っ
か
け
で
、五
所
川
原
へ
の
移
住
を

決
め
ま
し
た
。

　  

都
会
暮
ら
し
だ
と
人
と
人
と
の
距
離
が

近
す
ぎ
て
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、五
所
川
原

は
土
地
が
広
く
、ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
せ
る
の
で
、

ち
ょ
う
ど
い
い
距
離
感
で
人
と
接
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
良
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　  

や
っ
ぱ
り
新
鮮
な
食
材
が
多
く
、食
べ
物

が
美
味
し
い
こ
と
で
す
か
ね
。あ
と
は
、雪
国
で

わ
た
し
の「
ご
し
ょ
ぐ
ら
し
」

若
い
人
た
ち
が
農
業
に
一
生
懸
命
で
、

と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。

　  

妻
の
実
家
が
五
所
川
原
で
花
の
農

家
を
営
ん
で
い
た
の
で
す
が
、後
継
者

が
お
ら
ず
辞
め
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
で
、私
が
も
と
も
と
農
業
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、移
住

し
て
農
家
を
継
ぐ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　  

農
業
を
し
て
い
る
知
り
合
い
が

た
く
さ
ん
で
き
、新
鮮
で
美
味
し
い
食
材

が
手
に
入
る
の
で
毎
日「
食
」を
楽
し

め
る
こ
と
で
す
ね
。ま
た
、五
所
川
原

な
ら
で
は
の
美
味
し
い
食
べ
方
な
ど
も

地
元
の
方
に
教
え
て
い
た
だ
き
、み
な

さ
ん
親
切
な
の
が
う
れ
し
い
で
す
。

　  

農
業
を
す
る
に
は
と
て
も
恵
ま

れ
て
い
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。若
い

方
も
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
す

し
、冬
の
厳
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、夏
は

暑
す
ぎ
な
い
た
め
、そ
う
い
っ
た
特
徴

的
な
気
候
を
活
か
し
た
作
物
で
全
国
に

売
り
出
す
な
ど
、が
ん
ば
っ
て
い
る
方

が
周
り
に
多
い
の
で
、と
て
も
刺
激
に

な
り
ま
す
。

五
所
川
原
の
魅
力
的
な
文
化
を
、

子
ど
も
た
ち
に
誇
り
に
思
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

い
つ
か
は
こ
こ
で

自
分
の
窯
を

持
つ
こ
と
が
夢
で
す
。

特 

集

▶

▶

職業
移住時期

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 花き農家
・・・・・・・・・・・・・・ 2011年

宮﨑   悠さん

宮城県から移住

五
所
川
原
に
移
住
し
た

き
っ
か
け
は
？

QA
五
所
川
原
に
移
住
し
て

良
か
っ
た
こ
と
は
？

QA

五
所
川
原
で
叶
え
た
い
夢
は

あ
り
ま
す
か
？

QA

ご
し
ょ
ぐ
ら
し
の

魅
力
と
は
？

QA

　  

中
世
日
本
有
数
の
湊
町
で
あ
っ
た
十

三
湊
の
遺
跡
調
査
の
た
め
、学
生
の
頃
に

五
所
川
原
へ
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

十
三
湊
を
支
配
し
た
と
さ
れ
る
安
藤
氏
の

世
界
に
魅
せ
ら
れ
、そ
れ
か
ら
五
所
川
原

の
歴
史
遺
産
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知
り

た
い
と
思
い
、移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

　  

私
は
現
在
、五
所
川
原
市
の
文
化

財
行
政
に
携
わ
っ
て
お
り
、歴
史
遺
産

や
民
俗
芸
能
な
ど
に
触
れ
る
機
会
が

多
い
の
で
す
が
、五
所
川
原
に
は
歴
史

あ
る
文
化
が
数
多
く
残
っ
て
お
り
、

今
で
も
身
近
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
が
と
て
も
魅
力
的
で
す
ね
。

　  

五
所
川
原
に
残
る
多
く
の
歴
史
遺

産
や
民
俗
芸
能
な
ど
を
、よ
り
深
く
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、そ
の
活

動
を
通
じ
て〝
自
分
た
ち
は
こ
ん
な
に

素
敵
な
場
所
に
住
ん
で
い
る
ん
だ
〞と

感
じ
て
も
ら
い
、五
所
川
原
の
歴
史
や

文
化
を
誇
り
に
思
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

五
所
川
原
に
移
住
し
た

き
っ
か
け
は
？

QA

五
所
川
原
に
移
住
し
た

き
っ
か
け
は
？

QA

五
所
川
原
で
叶
え
た
い

夢
は
あ
り
ま
す
か
？

QA

ご
し
ょ
ぐ
ら
し
の
魅
力
と
は
？

QA

五
所
川
原
は
ど
ん
な

仕
事
環
境
で
す
か
？

QA

五
所
川
原
に
移
住
し
て

良
か
っ
た
こ
と
は
？

QA

インタビューの動画がHPでもご覧いただけます。▶▶ 五所川原市移住支援サイト「ごしょぐらし」ごしょぐらし 検索
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夏
五
所
川
原
の

　
「
五
所
川
原
立
佞
武
多
」高
さ
約
二
十
三
メ
ー
ト
ル
、重
さ

約
十
九
ト
ン
の
そ
の
威
容
は
五
所
川
原
市
民
の
魂
の
象
徴

で
す
。短
く
冷
涼
な
五
所
川
原
市
の
夏
も
、立
佞
武
多
祭
り

の
期
間
は
熱
く
燃
え
上
が
り
ま
す
。市
内
に
あ
る
多
く
の

神
社
で
は
連
日「
宵
宮
」が
、岩
木
川
河
川
敷
で
は
花
火

大
会
も
あ
り
、祭
り
ム
ー
ド
一
色
に
な
り
ま
す
。

春
五
所
川
原
の

　

日
本
さ
く
ら
名
所
百
選
に
選
ば
れ
る
青
森
県
立
芦
野
公
園
。

約
千
五
百
本
の
桜
と
松
並
木
が
湖
畔
に
広
が
る
五
所
川
原

市
民
の
憩
い
の
場
で
す
。「
金
木
桜
ま
つ
り
」に
は
、津
軽
鉄
道

の「
走
れ
メ
ロ
ス
」号
に
乗
り
、満
開
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
楽

し
む
大
勢
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。

冬
五
所
川
原
の

　
北
国
特
有
の
積
雪
に
よ
り
、一
面
の
銀
世
界
が
広
が
り
ま
す
。

地
面
の
雪
が
強
い
風
に
舞
い
あ
げ
ら
れ
る「
地
吹
雪
」は
冬
の

風
物
詩
。寒
い
外
と
相
ま
っ
て
、市
内
各
所
に
あ
る
温
泉
、

郷
土
料
理
と
地
酒
は
心
も
体
も
温
め
て
く
れ
ま
す
。ま
た
、

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
満
喫
で
き
ま
す
。

秋
五
所
川
原
の

　

岩
木
山
を
背
に
広
が
る
赤
や
黄
色
に
染
ま
る
り
ん
ご
畑
と

一
面
黄
金
色
の
田
ん
ぼ
。こ
こ
は
日
本
有
数
の
り
ん
ご
の

産
地
で
あ
り
穀
倉
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。豊
か
な
自
然
に

育
ま
れ
た
安
全
安
心
な
美
味
し
い
食
材
は
、日
々
の
生
活
を

豊
か
な
も
の
に
し
て
く
れ
ま
す
。

五所川原の四季
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移 住 へ
レ ッ ツ ！
G O し ょ
が わ ら充

実
し
た
生
活
環
境
と
、

豊
か
な
自
然
環
境
が
調
和
す
る
ま
ち
。

　
ご
し
ょ
ぐ
ら
し
の
魅
力
は
な
ん
と
い
っ
て
も
、都
会
と
田
舎

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
住
み
や
す
さ
で
す
。買
い
物
に
便
利
な

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
各
種
大
型
店
舗
、充
実
し
た

医
療
施
設
に
交
通
イ
ン
フ
ラ
な
ど
、便
利
な
生
活
環
境
と
と
も

に
、そ
の
背
景
に
は
豊
か
な
自
然
が
育
む
ゆ
っ
く
り
と
し
た

時
間
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　
生
活
の
便
利
さ
と
自
然
の
豊
か
さ
、そ
の
ち
ょ
う
ど
い
い

距
離
感
こ
そ
が
五
所
川
原
の「
暮
ら
し
」で
す
。

五所川原の気候
五所川原の年平均気温は10.3℃と冷涼で過ごしやすく、春
から秋にかけては、台風、梅雨の影響をあまり受けないため
とても快適です。冬の積雪量が多いですが、ウィンタースポーツ
を楽しめます。

充実した生活環境

五所川原の医療施設数は79施設あり、さまざまな診療科の医療機関が
あります。五所川原圏域内では地域医療連携を行い、病院と病院、あるいは
病院と診療所が互いに連携し合い、患者さんにとって負担の少ない最適な医療
を地域全体で提供する取り組みをしています。

医療施設

「津軽鉄道」は津軽五所川原を起点とした津軽中里までの20.7km
の鉄道で、ストーブ列車･風鈴列車･ホタル列車・鈴虫列車など季節
の風物詩となる列車を運行し、「つてつ」の愛称で多くの人々に親し
まれています。沿線住民にはもちろん観光客にも好評です。

公園で季節の花を楽しんだり、実際に体験して地域の文化に触れ
たりと、五所川原には家族で一緒にお出かけできる公園や文化
施設が充実しています。

交通環境 公共施設

五
所
川
原
の「
暮
ら
し
」立佞武多の館

●

●

●

●

図書館
博物館・美術館
文化ホール・公民館
公園

館

館

館

か所

3
7
3

20   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　      

●

●

●

●

病院
診療所
歯科診療所
病床数

6  
48   
25   
1,104

か所
か所
か所
床

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・　

・・・・・・・・　

・・・・・・・・・・・　　 

便利な買い物環境

つがる総合病院

つがる総合病院を中心とする多くの医療施設をはじめ、利便性の高い交通
手段や公共施設が揃っており、充実した生活環境が整っています。

昭和５年から運行している日本最北の民間鉄道
で、市民の生活の足として親しまれています。

津軽鉄道

「ELM（エルム）」は五所川原市内にある複合型
ショッピングセンター。青森県初上陸の店舗も多く、
買う・食べる・遊ぶが揃った、生活に便利な施設です。

ELM

皮だけでなく果肉まで赤い「赤～い
りんご」。加工するとジャムやジュー
ス、お酒まで赤～くなる、世界でも
非常に珍しい品種のりんごです。

赤～いりんご「御所川原」
市浦地区十三湖で獲れるヤマトシジ
ミ。十三湖は全国有数のしじみ産地
であり、大きさや肉厚も大変素晴ら
しく、県内外で高い人気があります。

十三湖の「ヤマトシジミ」
古くから馬の産地である金木地区で
は、鍋料理や、刺身などで馬肉が愛さ
れてきました。最近では低カロリー・高
タンパク食材として注目されています。

金木地区の「馬肉」

海と山に囲まれ、豊かな自然に恵まれた五所川原は、四季折々の多彩な食材に
あふれています。新鮮で美味しい食材がいつでも手に入る環境があることも、
五所川原の魅力の一つです。

豊かな食文化

昭和62年、東北・北海道ブロックの品
評会で東日本チャンピオンに輝き、
「幻の市浦牛」とも呼ばれ、高級ブラン
ドとして長く愛されています。

幻の「市浦牛」

郊外型の大型ショッピングセンターには各種専門店があるほか、その周辺には
家電量販店などの各種大型店舗が集積しており、近隣のまちだけでなく県外
からも多くの家族連れや若者が集い、賑わいを見せています。

0

50

100

150

200

250

300

-5

0

5

10

15

20

25（℃） （mm）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平均気温 降水量 降雪量

「空き家バンク」の活用 五所川原圏域にて空き家物件を登録、照会できるシステムです。
リフォーム助成と一緒に利用して、ごしょぐらしを満喫してみませんか？

アパート・貸家を借りる方
実質家賃負担額の半額を補助します。

マイホームを建てる方
新築住宅の取得に係る費用を補助します。上限２万円 上限100万円

五所川原では、移住者のための住まいに関係する支援制度が充実している
ため、ライフスタイルに合わせた住まい選びが可能です。住まいの支援制度

対象と
なる方

当市に移住し、以下のどちらかを満たす方
❶
❷
中学生以下の子どもがいる家庭
40歳以下の夫婦

対象と
なる方

当市に世帯全員で移住し、
中学生以下の子どもがいる家庭

五所川原市の平均気温と降水量・降雪量

シャトルバスで
買い物も便利に！

●

●

●

●

鉄道
路線バス
コミュニティバス
商業施設への
シャトルバス

路線
路線
2
18

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・   

ここも
check! ▶▶



09青 森 県 五 所川 原 市 移 住 ガイドブック “ごしょぐらし”10

子宝祝金支給事業

五所川原では、誰もが安心して子どもを生み育てることができる環境
づくりを推進するため、子育て支援制度の充実に力を入れています。子育ての支援制度

UI Jターン就職者の方へ、1世帯につき1回、20万円の奨励金を支給します。
UIJターン若者就職奨励事業

移住して新しい仕事にチャレンジしたい！という方を応援するため、五所川原では
さまざまな支援制度をご用意しています。

仕事の支援制度

移 住 へ
レ ッ ツ ！
G O し ょ
が わ ら

放課後児童健全育成事業

稲作

就業者数データ

移 住 へ
レ ッ ツ ！
G O し ょ
が わ ら

五
所
川
原
の「
子
育
て
」

五所川原は県内有数の米どころです。
春には雪の残る岩木山を背に田植えが
始まり、秋には美しい黄金色の稲穂が一面
に広がります。

りんご栽培

りんごの栽培が盛んで、近年では黄色い
りんご「トキ」や、赤～いりんご「御所川原」
などの品種が五所川原発祥として注目
されています。

十三湖の

十三湖で収穫されるヤマトシジミは全国
でも有数の生産量を誇ります。

ヤマトシジミ漁

五
所
川
原
の「
仕
事
」

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
、

五
所
川
原
な
ら
で
は
の
産
業
。

　
五
所
川
原
は
、津
軽
平
野
の
新
田
開
拓
か
ら
農
業
の
中
心
と

し
て
栄
え
、明
治
以
降
は
農
海
産
物
等
を
中
心
と
し
た
流
通

拠
点
と
し
て
、商
業
・
流
通
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
一
次
産
業
で
は
米
、リ
ン
ゴ
の
生
産
が
多
く
、ほ
か
に
も

ト
マ
ト
や
つ
く
ね
芋
の
生
産
、十
三
湖
の
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
漁
も

盛
ん
で
す
。

　
さ
ら
に
近
年
で
は
、津
軽
金
山
焼
な
ど
五
所
川
原
の
文
化
を

活
か
し
た
職
業
を
選
ば
れ
る
方
も
い
ま
す
。

安
心
で
き
る
環
境
と
支
援
制
度
で
、

子
育
て
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
。

対象と
なる方 第3子以降を出産した方

対象となる方 青森県内の事業所に正規雇用されたUI Jターン就職者の方

創業・起業支援の専門家「インキュベーション・マネジャー（ＩＭ）」が、
構想・企画の段階から創業・起業に至るまで、皆さんのご相談に対応します。

創業相談ルーム

事業者が中心商店街等の空き店舗を賃借して出店する場合の家賃の一部を補助します。
空き店舗対策家賃補助事業

対象となる方 中心商店街等にある空き店舗を利用して営業を開始した事業者の方

乳幼児医療費給付制度 ファミリー・サポート・センター
入院・外来における医療費自己負担部分
を給付します。

出産した方に対して10万円を支給します。

五所川原市では子育ての相互援助活動を行っています。

対象と
なる方

0歳児から小学校入学前
までの子どもがいる方
（所得制限有り）

授業終了後、学校の施設などを利用して適切な遊びおよび生活の
場を与えて、子どもの健全な育成を図ります。

対象となる方 保護者が労働などにより日中留守にする家庭の子ども

保育施設の開始前や終了後に子どもをお預かりします。
保育施設、学校への子どもの送り迎えをします。
学校や学童保育終了後、子どもをお預かりします。
突発的な事情などで子どもの世話ができない時、子どもをお預かりします。

❶
❷
❸
❹

●

●

●

●

●

認定こども園
保育所
幼稚園
小学校
中学校

園
か所
園
校
校

17
6  
3
11
6

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

詳しい情報はこちらから ▶▶

青森県は０～５歳人口10万人当たりの保育所数は
全国で最も多く、保育所待機児童はゼロです。 教育・保育施設等

給付や手当の支給 地域で子育てを応援！

豊かな自然の恩恵である一次産業を
生業とする人の他にも、製造業やサー
ビス業など、業種は多岐にわたります。
また、豊富な食資源を活かして飲食業
を開業する方も増えています。

出典：H22 国勢調査

http://www.city.goshogawara.lg.jp/kosodate/

一次産業
14.8％

その他1％

二次産業
20.3％三次産業

63.9％

相談無料

26

五所川原市「子育て応援サイト」

　
市
内
に
は
　
か
所
の
教
育
・
保
育
施
設
が
あ
り
、市
と
し
て
も

さ
ま
ざ
ま
な
制
度
に
よ
っ
て
子
育
て
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、子
ど
も
を
対
象
と
し
た
市
民
団
体
の
活
動
も
活
発
で
、

地
域
に
お
け
る
教
育
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。
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四季の移ろいがはっきりしている五所川原には、春夏秋冬の美しい
景色、風情を楽しめる祭りがあります。五所川原の祭り

移 住 へ
レ ッ ツ ！
G O し ょ
が わ ら

五
所
川
原
の「
伝
統
」と「
文
化
」

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、文
化
を
育
む
。

未
来
に
残
し
た
い
暮
ら
し
の
姿
。

　
五
所
川
原
に
は
、古
く
か
ら
伝
わ
る
祭
り
や
芸
能
、ゆ
か
り
の
文
学
に
新
た
な
工
芸
品

な
ど
、暮
ら
し
を
彩
る
数
々
の
文
化
が
存
在
し
ま
す
。

　
桜
を
揺
ら
す
津
軽
三
味
線
の
音
色
や
、夏
の
夜
を
彩
る
立
佞
武
多
、陶
芸
や
文
学
に
触

れ
る
秋
に
、雪
国
な
ら
で
は
の
生
活
文
化
。こ
う
し
て
四
季
に
華
を
添
え
、人
々
に
親
し

ま
れ
て
き
た
文
化
は
、こ
れ
か
ら
も「
ご
し
ょ
ぐ
ら
し
」の
一
部
と
し
て
受
け
継
が
れ
、

未
来
へ
と
育
ま
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

伝統は守られ、育まれる。 古くから人々に愛されてきた奥津軽の音色と、人々の思いで新た
に蘇った美しい色彩。五所川原には、守りたい文化があります。

津軽三味線発祥の地

厳しい風土から生まれた津軽三味線。旧金木町出身の仁太坊
によって、叩き奏法や八人芸が造り出されました。やがて、仁太
坊の弟子たちによって津軽三味線の基礎が築かれ、現在でも
その豪快華麗な音楽は多くのファンに愛されています。

守る 新たな伝統「津軽金山焼」

須恵器の一大生産地であった五所川原を再び陶芸の里として
蘇らせたいという思いから、津軽金山焼は生まれました。釉薬を
一切使わず、焼き締めという手法で作られた自然で深みのある
風合いが特徴で、新たな伝統産業として注目されています。

太宰治は “語り口調の天才”と呼ば
れた小説家で、「人間失格」や「走れ
メロス」など数多くの名作を生み
出しました。太宰文学は今もなお
愛され続けています。太宰は父・
源右衛門と母・タ子（タネ）の６男と
して、青森県北津軽郡金木町（現・
五所川原市）に生を受けました。
病弱な母に代わって、同居していた
叔母・きゑや、子守りの越野タケに
育てられた太宰。添い寝しながら
毎晩聞いた昔ッコの独特のリズム
が“語り口調の天才”と呼ばれるに
至るルーツなのかもしれません。

育む

太宰治記念館「斜陽館」

金木桜まつり 〈4月下旬～5月上旬〉

芦野公園で開催される桜まつりは、毎年多くの花見客で賑わい、
会期中には「津軽三味線全日本金木大会」が祭りに華を添えます。

立佞武多祭り
高さ約23メートルもある立佞武多の山車が市街地を練り歩き、
その圧倒的迫力で沿道の観客を魅了します。

太宰文学ルーツの地

伝統や文化に触れる 五所川原には、伝統や文化を観て、触れて、味わって、実際に
体験できるスポットがたくさんあります。

斜陽館内

〈8月上旬〉

立佞武多の館

大型立佞武多を常時観覧することができ、
立佞武多の製作体験なども行っています。

喫茶店「駅舎」

芦野公園駅の旧駅舎を改装した喫茶店で、
太宰治の小説にも登場する場所です。

金木観光物産館マディニー

金木町周辺の観光スポットの紹介をはじめ、
物産品や郷土料理も取り揃えています。

太宰治記念館「斜陽館」

明治40年に建てられた太宰の生家。国の重要
文化財に指定され、蔵を利用した展示室には、
直筆原稿や太宰が着用していた二重回しの
マント、川端康成や兄・文治との書簡など、約
六百点の貴重な資料が展示されています。



十三湖

岩
木
川

中泊町

鶴田町

板柳町

今別町

外ヶ浜町

蓬田村

青森市

つがる市

鰺ヶ沢町

五所川原市

五所川原市

弘前市

青 森 県

蓬田

郷沢

瀬辺地

今別

大川平

蟹田

津軽二股
奥津軽いまべつ

大平 中小国

後潟

中沢

左堰

奥内

津軽宮田

油川

鶴ヶ坂

青森

大釈迦

青森空港

木造

陸奥鶴田

津軽新城

中田
越水

陸奥森田鳴沢

陸奥赤石

鰺ヶ沢

新
青
森

五所川原北IC

五所川原東IC

津
軽
浜
名

三
厩

外ヶ浜町

みちのく松陰道

中泊町

津
軽
鉄
道

Ｊ
Ｒ
津
軽
線

五能線

青い森鉄道

北
海
道
新
幹
線

東北新幹線

津軽中里

深郷田

大沢内

川倉

芦野公園
金木

嘉瀬

毘沙門

津軽飯詰
五農校前

十川
7

4

101

339

339

339

280

101

101

津軽自動車道

東
北
自
動
車
道

松前街道

五所川原市役所

339

青森IC

青森JCT

青森IC

青森JCT

Ｊ
Ｒ
奥
羽
本
線

↑至函館
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五所川原への移住をスムーズに進めるために、まずはどんなこと
から始めればいいのか、事前にしっかりと計画を立てて、移住に
向けての準備を整えましょう。

五
所
川
原
移
住
ガ
イ
ド

移住までの流れ

婚活サポート事業

移住関連サイト

http://www.aomori- l ife.jp/index.html

青森県移住・交流ポータルサイト「あおもり暮らし」

http://www.city.goshogawara. lg.jp/tourism/

五所川原市公式観光サイト

http://www.city.goshogawara. lg.jp/

五所川原市ホームページ

http://www.city.goshogawara. lg.jp/kosodate/

五所川原市子育て応援サイト

東京 1時間15分～20分

大阪（伊丹） 1時間30分～35分／1時間45分～50分

札幌（千歳） 50分

名古屋小牧 1時間20分～25分

ソウル 2時間20分～35分

青
森
空
港

青森市へ
バス35分

青
森
市
ま
た
は
弘
前
市

青森市より
列車約80分

（ダイヤによる）

弘前市へ
バス55分

弘前市より
列車約40分～
（ダイヤによる）

五
所
川
原
市

飛行機の場合

新大阪
東海道新幹線のぞみ 東北新幹線はやぶさ

東京

札幌
特急

スーパー北斗
北海道新幹線
はやぶさ

新函館北斗駅
北海道新幹線
はやぶさ

奥津軽いまべつ
JR奥羽本線～JR五能線

（川部乗換）

所要時間：約80分所要時間：約5時間20分

所要時間：最短2時間59分所要時間：約3時間

新
青
森

五
所
川
原

※ご利用される列車や日時によって、目的地までの所要時間が変わる場合があります。あらかじめ駅窓口にてお尋ねいただくか、大型時刻表でご確認ください。 ※昼・夜の表示の無い場合は夜行となります。ヨーデル号以外の路線は要予約。

JRの場合

東京（新宿） パンダ号（新宿線）
（約8時間30分～9時間）

ノクターン号
（約9時間15分～45分）

スカイ号（昼行：約9時間30分）
パンダ号（約9時間）

津輕号
（約10時間10分）
ラ・フォーレ号
（約9時間35分）

横浜・品川・浜松町

上野

東京

東京

弘前・五所川原

弘前・五所川原

弘前・青森

青森

青森
キャッスル号

（昼・夜：約4時間35分～50分）仙台 弘前
ブルーシティ号

（昼・夜：約5時間5分～20分）仙台 青森
ヨーデル号

（昼・夜：約2時間15分）盛岡 弘前
あすなろ号

（昼・夜：約2時間44分）盛岡 青森

長距離バスの場合

交通アクセス

立佞武多の館

つがる総合病院

十三湖

ELM

太宰治記念館「斜陽館」
・津軽三味線会館

津軽金山焼

芦野公園

ＪＲ五所川原駅／
津軽五所川原駅

つがる克雪ドーム
菊ヶ丘運動公園

五所川原市立図書館
五所川原市民体育館

ふるさと交流圏民センター

し～うらんど海遊館

凡 例

東北・北海道新幹線
ＪＲ線
津軽鉄道

国道
東北自動車道
主要施設

青い森鉄道
4

http://www.city.goshogawara.lg.jp/marriage/

ごしょがわら縁結びサポートセンター 検索

五所川原市は、少子化の要因の1つとされる未婚化・晩婚化対策と
して、結婚を希望する方々のステキな出会いを応援するため「ごしょ
がわら縁結びサポートセンター」を開設しました！サポートセンター
では、会ってみたいお相手とのマッチング（お見合い）を支援します。

1
ＳＴＥＰ まずは家族に

相談する。
五所川原への移住を考えたら、
まずは家族に相談してみま
しょう。移住の目的や、移住後
の暮らしのイメージをしっか
りと家族で話し合い、共有する
ことが大切です。家族の理解
が得られてこそ、五所川原
での充実した暮らしにつなが
ります。

2
ＳＴＥＰ 五所川原の

情報を集める。
仕事のことや住まいのこと、
教育や生活環境など、五所川
原についての情報をなるべく
多く集めて、実際の暮らしを
イメージしてみましょう。もし
気になることや、わからない
ことがあれば、お気軽に五所
川原市までご相談ください。

3
ＳＴＥＰ ごしょぐらしを

体験する。
いくら地域の情報を集めて
暮らしのイメージができても、
いきなり移住するにはまだ
多くの不安があるはずです。
まずは五所川原へ足を運び、
しばらく滞在しながら実際の
暮らしを体験してみましょう。

4
ＳＴＥＰ 仕事と

住まいを探す。
実際にごしょぐらしを体験し
て移住を決めたら、次はいよ
いよ仕事と住まいを探して生
活の準備です。五所川原市
では就職や住居探しに関す
るさまざまな支援制度を設
けております。詳細はWEB
サイト「ごしょぐらし」でも確
認できますので、是非ご活用
ください。

ご
し
ょ
ぐ
ら
し
を
ス
タ
ー
ト
！！

五所川原市の暮らしに関する情報
をまとめた移住支援サイトです。
仕事や住まい、子育てのことな
ど、移住に役立つ情報を発信し
ています。

五所川原市移住支援サイト

「ごしょぐらし」

全５話

オリジナル移住ドラマ配信中！

アクセスはコチラから 

http://www.city.goshogawara.lg.jp/ijuu/
ごしょぐらし 検索

奥津軽いまべつ駅・
津軽中里駅間バス
北海道新幹線「奥津軽いまべ
つ駅」と津軽鉄道「津軽中里
駅」を結びます。

アクセスはコチラから 


